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必
須

① CIMモデルの作成・更新 ＜CIM導入ガイドライン＞

② 属性情報の付与 ＜CIM導入ガイドライン＞

③ CIMモデルの照査 ＜BIM/CIM設計照査シートの運用ガイドライン＞

④ CIMモデルの納品 ＜CIM事業における成果品作成の手引き＞

選
択

① 段階モデル確認書を活用したCIMモデルの品質確保
・＜段階モデル確認書＞に基づきCIMモデルを共有し、その効果や課題について抽出する

② 情報共有システムを活用した関係者間における情報連携
・情報共有システムの3次元データ表示機能等を活用し、関係者間の情報連携を実施する

③ 後工程における活用を前提とする属性情報の付与
・CIMガイドラインに固執せず、事業ごとの特性から追加すべき属性情報を検討する

④ 工期設定支援システム等と連携した設計工期の検討
・「設計-施工間の情報連携のための4次元モデルの考え方」を参考に施工ステップに沿ったCIMモデルを構築する

⑤ CIMモデルを活用した工事費の算出
・CIMモデルから数量を算出するととも、算出された数量に基づく概算事業費の算出を行う

⑥ 契約図書としての機能を具備するCIMモデルの構築
・契約図書としての要件を備えたCIMモデルを作成し、3次元モデルと2次元図面との整合性について確認する

⑦ CIMモデルを活用した効率的な照査
・3次元モデルと属性情報に基づき、効率的な照査を実施する

⑧ 施工段階におけるCIMモデルの効率的な活用方策の検討
・CIMモデルを用いた仮設計画、施工計画を行い、出来型管理を検討、実施する
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4次元モデルとは？
一般的に、４次元モデルとは、３次元モデルに時間情報を付与したものである

「 設計－施工間の情報連携を目的とした４次元モデルの考え方(案） 」
令和元年5月より

計画・設計段階での４次元モデルの利活用場面

➢ 事業計画の立案や管理

➢ 施工方法や設定工期の妥当性の確認

➢ 複数の関係者間の意思決定

➢ 施工者への設計意図の伝達
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施工を考慮したBIM/CIMモデルの作成
施工ステップに沿ったBIM/CIMモデルを作成する必要があります

工事前現況 床掘・掘削 根固め工

水制工 築堤盛土工 完成
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施工ステップシミュレーションを作成するには？

➢ 設計データの統合

✓ 幅広いファイル形式のサポート

✓ 巨大モデルの取り扱いが可能

✓ リアルタイムナビゲーション

➢ 分析とコミュニケーション

✓ 4Dシミュレーションによる施工検討

✓ 干渉チェックによる設計データ検証

✓ 設計データのビジュアライズ

✓ 無償ビューアの提供

Navisworksの主な機能



Autodesk CIM / i-Construction
http://bim-design.com/infra/iconstruction/

AEC Collection に含まれる主なソフトウェア

建築設計、土木インフラ、建設・施工向けBIM/CIM ツールのパッケージ
Autodesk Architecture, Engineering & Construction Collection 
（AEC Collection) にはさまざまな製品と革新的なテクノロジーが含まれ、
設計、エンジニアリング、建設・施工の品質を向上させ、建築と土木インフラの
プロジェクトの精度向上と業務効率化を支援します。

調 査 設 計 施 工 維持管理

現況地形
地物作成

事業化構想 概略設計 用地計画 設計・製図
3次元測量
設計・施工計画

管理台帳・保全

AutoCAD Civil 3D
InfraWorks
ReCap PRO

AutoCAD Civil 3D
InfraWorks

Revit

AutoCAD Civil 3D

ReCap PRO
InfraWorks

Navisworks

AEC Collection による業務ワークフロー

主なソフトウェアの機能

ドローンで撮影した写真から3D点群データ作成。点群データ編集
が可能。

点群データからTINデータを作成。縦横断図作成や土量計算が容易。

簡単に3次元現況モデルを作成し概略設計が可能。合意形成や設計協
議に活用。

橋梁・橋脚や擁壁などの土木構造物のモデリングおよび 3 次元で
の配筋モデルを作成可能。2D 図面の作成や数量算出も容易。

3D モデルの統合とナビゲーション、4D / 5D シミュレーション
が可能。構造物間の干渉チェック機能や4D 工程シミュレーショ
ン機能を搭載。

http://bim-design.com/infra/iconstruction/




OCFセミナー2019 9

Navisworksを活用した施工ステップシミュレーション事例

～ Autodesk University Japan 2019 東急建設様発表資料より～


